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おかあさん、かるたはこれだよ！！ 

今月の子ども愛ランドは、ジャンボかるた取り。 

お母さんより早くかるたを見つけた子どもたち。  

　　健康管理センターには 

元気な子どもの笑い声が響いていた。 　 
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小
国
町
体
育
協
会
の
歴
史

　

体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、
身

体
機
能
が
強
化
さ
れ
、
精
神
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
健
康
な
生
活
を
営
む
た
め
に

必
要
な
す
べ
て
の
活
動
を
享
受
で

き
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

町
で
は
、
地
域
住
民
の
体
育
振

興
と
地
域
の
連
携
を
深
め
る
た
め
、

昭
和
三
十
年
十
月
に
小
国
町
体
育

協
会
を
結
成
し
ま
し
た
。
町
体
育

協
会
は
、
当
時
の
東
芝
電
興
運
動

部
、
地
区
体
育
協
会
な
ど
と
行
政

が
協
働
し
て
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
成
の
翌
月
は
「
町
長
杯
争
奪

第
一
回
小
国
町
地
区
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
」
が
、
十
二
月
に
は
「
第

一
回
職
場
対
抗
卓
球
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

三
十
一
年
に
野
球
大
会
、
昭
和
四

十
一
年
に
町
民
大
運
動
会
、
昭
和

四
十
五
年
に
町
民
水
泳
大
会
な
ど

が
開
催
さ
れ
、
参
加
す
る
運
動
種

目
や
地
域
の
交
流
の
輪
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
体
力
・
健
康
づ
く
り

の
実
践
が
高
い
評
価
を
受
け
、
昭

和
四
十
五
年
に
町
体
育
協
会
は
文

部
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

県
下
に
先
駆
け
、 

年
間
総
合
得
点
制
度
を
導
入

　

昭
和
四
十
七
年
、
町
は
、
県
下

初
の
試
み
と
し
て
地
区
対
抗
の
体

育
大
会
に
年
間
総
合
得
点
制
度
を

導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
内

十
一
地
区
の
対
抗
戦
と
し
て
、
年

間
を
と
お
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
得
点
で

年
間
の
総
合
優
勝
を
決
め
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
形
で
地
区
対
抗
ス

　

戦
後
、
小
国
町
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
青
年
団
や
公
民
館
が
中
心
と
な
り
活
動

し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
二
十
九
年
に
一
町
二
村
が
合
併
し
、
新
町
「
小
国
町
」

が
誕
生
し
た
翌
三
十
年
に
、
小
国
町
体
育
協
会
が
結
成
。
以
来
、
体
育
協
会

が
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
取
り
組
み
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が
町
内
各

地
で
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
月
は
、
体
力
・
健
康
づ
く
り
の
歩

み
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭和３３年第４回地区対抗駅伝大会ゴールシーンより昭和３３年第４回地区対抗駅伝大会ゴールシーンより

地区対抗スポーツ大会地区対抗スポーツ大会
―地域に根ざした体力・健康づくりの５０年――地域に根ざした体力・健康づくりの５０年―
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町体育振興の主な歩み
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
特
定
の
種
目
や

特
定
の
人
に
か
た
よ
り
が
ち
な
ス

ポ
ー
ツ
を
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
多
く
の
方
が
親
し
め
る

「
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
」を
実
現
し

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
住
民
主
体
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、

昭
和
六
十
年
に
県
内
で
初
め
て
、

健
康
・
体
力
づ
く
り
最
優
秀
町
と

し
て
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

国
で
は
、
地
域
の
誰
も
が
生
涯

に
わ
た
っ
て
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
め
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
を

目
標
に
二
〇
〇
〇
年
九
月
、「
ス

ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
」
を
つ
く

り
、
週
一
回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
成
人
が
、
二
人
に
一
人
の

割
合
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

国
体
の
開
催
、 

　

思
い
出
深
い
行
事
、 

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
は
和

　

昭
和
六
十
三
年
か
ら
平
成
十
三

年
ま
で
の
七
期
十
四
年
間
、
町
体

育
協
会
会
長
を
務
め
た
舟
山
壽
一

さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
「
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る

の
が
平
成
四
年
に
行
わ
れ
た
べ
に

ば
な
国
体
で
す
。
全
国
各
地
か
ら

選
手
を
迎
え
る
た
め
、
北
海
道
や

石
川
県
な
ど
を
視
察
し
、
小
国
ら

し
い
受
け
入
れ
準
備
を
町
全
体
で

進
め
ま
し
た
。

　

地
区
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
魅

力
は
、
各
地
区
の
団
結
と
連
携
が

き
ち
ん
と
地
域
づ
く
り
に
結
び
つ

い
て
き
た
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
町
民
ス
キ
ー
大
会

で
、
国
体
な
ど
に
参
加
し
た
選
手

が
出
場
す
る
と
会
場
が
非
常
に
、

盛
り
上
が
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
」

駅
伝
に
は
人
一
倍 

思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す

　

昭
和
第
一
回
地
区
対
抗
駅
伝
大

会
に
参
加
し
て
以
来
、
通
算
四
十

回
以
上
駅
伝
大
会
に
携
わ
っ
て
い

る
佐
藤
静
雄
さ
ん（
増
岡
）は
、

　
「
私
が
走
っ
た
昭
和
三
十
年
の

第
一
回
大
会
の
頃
は
、
車
が
普
及

し
て
い
な
か
っ
た
時
代
で
、
砂
利

道
を
走
り
ま
し
た
。
伴
走
車
も
自

出　来　事年　　代
北小国村、南小国村、
小国町が合併し、新
町小国町が誕生する

昭和２９年　３月

小国町体育協会結成昭和３０年　１０月
町長杯争奪第一回小
国町地区対抗駅伝競
走大会開催

１１月

第一回職場対抗卓球
大会

１２月

第一回地区対抗野球
大会開催

昭和３１年　７月

津川村と合併し、現
在の小国町となる

昭和３５年　８月

第１回町民大運動会
開催

昭和４１年　８月

町民プールが完成昭和４４年　８月
第１回町民水泳大会
開催

昭和４５年　８月

小国町体育協会文部
大臣表彰受賞

昭和４５年　１０月

地区対抗総得点制始
まる

昭和４７年４月～

第１回４０歳以上ソフ
トボール大会開催

１０月

第１回地区対抗卓球
大会開催

１１月

町民総合体育館完成昭和５４年　１０月
第１回地区対抗バス
ケットボール大会開
催

昭和５５年　１１月

健康・体力つくりで
小国町が内閣総理大
臣賞受賞

昭和６０年　９月

横根スキー場にペア
リフト設置

昭和６３年　２月

テニスコート完成　
（総合スポーツ

公園内）

平成元年　１０月

町民野球場完成
健康温泉館
「ゆ～ゆ」完成

平成２年　９月

第４７回国民体育大会
べにばな国体開催
（山岳競技）

平成４年　１０月

陸上競技場完成
アスネット完成

平成６年　２月

町体育振興の主な歩み町体育振興の主な歩み

佐藤静雄さん

舟山壽一さん
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子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で 

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
を
工
夫

　

小
国
町
体
育
協
会
会
長
の
山
口

英
彦
さ
ん
は
、

　
「
年
間
総
合
得
点
制
を
導
入
し

た
地
区
対
抗
体
育
大
会
を
振
り

返
っ
て
み
て
言
え
る
こ
と
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
が
得
意
と
す
る
種

目
が
表
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
例

え
ば
、
ス
キ
ー
競
技
は
南
部
地
区

が
伝
統
的
に
強
い
と
い
う
よ
う
に
、

地
区
の
独
自
の
カ
ラ
ー
が
出
て
き

て
い
ま
す
。
各
大
会
に
参
加
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
地
区
体
協
関
係

者
の
皆
さ
ん
は
非
常
に
ご
苦
労
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
体
育
協
会
で
は
、
社
会
情
勢

や
地
域
の
実
情
、
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
大
会
運
営
を
心

が
け
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
多
く

の
町
民
が
参
加
す
る
サ
マ
ー
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
大
会
は
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
種
目
を
設
け
る
な
ど

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
各
地
区
体
協
の
会
長
さ

ん
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
地

区
対
抗
行
事
検
討
会
議
を
開
催
し

て
お
り
、
今
後
の
地
区
対
抗
行
事

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
高
一
貫
教
育
の
実

践
が
実
を
結
び
、
子
ど
も
た
ち
の

参
加
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
学
校
と
地
域
と
体
協

が
連
携
を
密
に
し
て
体
力
・
健
康

づ
く
り
の
機
会
を
充
実
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

第
三
十
二
回
地
区
対
抗 

卓
球
大
会
を
開
催

　

今
年
で
三
十
二
回
を
数
え
る
地

区
対
抗
卓
球
大
会
が
一
月
二
十
五

日
、
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
内
八
地
区
よ
り
約
百
五

十
名
が
参
加
。
シ
ン
グ
ル
ス
と
ダ

ブ
ル
ス
で
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

熱
戦
の
結
果
、
小
坂
町
地
区
が
栄

冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

転
車
や
バ
イ
ク
で
、
ペ
ー
ス
が
落

ち
て
き
た
ら
後
ろ
か
ら
ハ
ッ
パ
を

か
け
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
、
私
は

役
場
前
か
ら
松
岡
駅
前
ま
で
走
り

ま
し
た
。
大
会
前
に
は
、
仕
事
が

終
わ
っ
て
か
ら
、
外
灯
の
な
い
砂

利
道
で
練
習
し
た
記
憶
が
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
力
を
注
い
で

き
ま
し
た
の
で
、
駅
伝
に
は
人
一

倍
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
」
と
当

時
を
振
り
返
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
現
在
、
北
東
部
地

区
体
育
協
会
の
監
督
と
し
て
今
も

駅
伝
大
会
を
支
え
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
が
支
え
る 

　
　

地
区
の
団
結
力
と 

地
域
づ
く
り

　

沖
庭
地
区
体
育
協
会
会
長
の
佐

藤
孝
志
さ
ん
（
舟
渡
）
は
、
地
区

体
協
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し

て
い
ま
す
。

　
「
大
会
に
参
加
す
る
前
の
練
習

や
大
会
後
の
反
省
会
な
ど
み
ん
な

が
集
ま
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
気

持
ち
が
通
じ
合
い
、
自
然
と
地
区

が
ま
と
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
サ

マ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
際
に
は
、

小
中
学
生
を
対
象
に
応
援
練
習
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

沖
庭
地
区
体
協
で
は
、
独
自
で
、

地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
運
動

会
な
ど
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
体
協
だ
よ
り
も
地
区
全
戸

に
配
布
し
、
平
成
十
三
年
十
月
に

は
「
お
き
に
わ
―
体
協　

年
の
あ

３０

ゆ
み
―
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
団
結
力
は
、
地
域
づ
く
り

に
大
き
く
役
に
役
立
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
」

佐藤孝志さん

サマースポーツ大会より

山口英彦さん
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■
大
会
結
果
■

優
勝
・
小
坂
町
地
区
、
第
二
位
・

沖
庭
地
区
、
第
三
位　

・
町
岩

東
地
区
、
北
東
部
地
区

　

地
区
対
抗
卓
球
大
会
終
了
後
の

各
地
区
の
年
間
順
位
と
得
点
は
左

の
得
点
表
の
と
お
り
で
す
。
今
年

度
の
年
間
総
合
成
績
は
、
二
月
二

十
二
日
に
行
わ
れ
る
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
決
定
し
ま
す
。 白熱のラリーを展開（卓球大会）

得点地区体協名順位
１２３点町岩東１位
１１２点沖庭２位
１０３点北部３位
１０１点東南部４位
９３点小坂町５位
９２点北東部６位
８５点南部７位
６８点北東部東８位
６０点東部９位
３６点町岩西１０位
３０点白沼１１位

地区対抗種目の変遷と 歴代優勝チーム

ニュースポーツスキー
（ウインタースポーツ）

バスケット婦人バレー壮年ソフト卓球運動会
（サマースポーツ）

野球駅伝年間総合

小坂町昭和30年
小坂町小坂町昭和31年
小坂町北東部昭和32年
南部小坂町昭和33年
小芦小芦昭和34年
小芦東南部昭和35年
小坂町東南部昭和36年
小坂町東南部昭和37年
小芦東南部昭和38年
小芦東南部昭和39年
北部東南部昭和40年

小芦北部町岩昭和41年
中止中止中止昭和42年
中止小坂町中止昭和43年
中止小坂町小坂町昭和44年
中止町岩北部昭和45年
沖庭中止北部昭和46年

小芦小坂町沖庭小坂町町岩町岩昭和47年
北部小芦小坂町沖庭沖庭南部沖庭昭和48年
小坂町小芦小坂町北部小坂町南部小坂町昭和49年
小坂町小坂町北部北部沖庭北部小坂町昭和50年
小坂町小芦北部南部沖庭北部小坂町昭和51年
小坂町小坂町北部北東部小坂町北部北東部昭和52年
小坂町小芦北東部・北部町岩東沖庭北部町岩東昭和53年
小坂町小芦沖庭町岩東北東部北東部北東部昭和54年

南部北東部北東部小芦北東部・小芦中止町岩東町岩東町岩東昭和55年
白沼小芦・沖庭北東部小芦小芦北部小坂町北東部北東部昭和56年
白沼北東部東小坂町町岩西町岩西町岩東北東部東北東部小坂町昭和57年
南部北東部北東部町岩東北部北東部小坂町町岩東北東部昭和58年
南部北東部東北東部小坂町北東部町岩東小坂町町岩東北東部昭和59年
南部北東部東北東部北東部東北東部東町岩東中止北東部町岩東昭和60年
南部北東部東小坂町町岩西北東部東北東部小坂町・北東部小坂町小坂町昭和61年
南部北東部東北東部北東部東北部東部小坂町小坂町小坂町昭和62年
南部小坂町小坂町北東部東北東部東北部小坂町小坂町小坂町昭和63年
南部東部北東部町岩西北部沖庭小坂町東南部沖庭平成元年
南部町岩東北東部北東部東北部沖庭沖庭小坂町小坂町平成２年
南部北東部町岩西北東部東沖庭沖庭東南部沖庭平成３年
南部沖庭南部町岩東沖庭中止東南部沖庭平成４年
南部北東部北東部東北東部北部北東部東北東部沖庭平成５年
南部北東部南部北部沖庭町岩東北東部南部平成６年

沖庭南部北東部南部北東部沖庭町岩東北東部沖庭平成７年
沖庭南部北東部南部北部沖庭町岩東町岩東北部平成８年
沖庭南部沖庭北東部東北部沖庭南部町岩東沖庭平成９年
沖庭中止沖庭北東部東北部沖庭北東部東東部沖庭平成１０年
沖庭南部沖庭北部町岩東沖庭北東部南部沖庭平成１１年
沖庭南部沖庭町岩東小坂町北部中止沖庭沖庭平成１２年
北部南部沖庭中止北部沖庭北東部東南部北部平成１３年
沖庭沖庭東南部北東部東町岩東沖庭北東部東南部北部平成１４年
町岩東北東部東沖庭小坂町沖庭町岩東東部平成１５年

卓球大会終了時点
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　玉川小中学校（佐藤健治郎校長、児童生徒数
３２人）には、県内で唯一、冬季間、９人の小中
学生が一緒に暮らしながら学校へ通う寄宿舎
（玉川寮）があります。そこで今月は、玉川寮
におじゃましてみました。

小嶋建男さん
　「私自身も寄宿舎生活を経験しましたし、
自分の子どもたちもこの玉川寮にお世話に
なりました。だから、“親”と“子”の両方
の気持ちがわかります。寮を巣立った高校
生が時々顔を出してくれます。それが何よ
りうれしいです」
　小嶋さんは、平成２年から玉川寮の舎監
を務めています。

　ぼくは、今年で２回目のりょう生
活になります。きょ年より、きんちょ
うしないですごしています。それは、
みんながやさしくしてくれるからで
す。りょうの先生は、きょ年と同じ
小じま先生です。やさしい時もあり
ますが、こわい時もあります。長ぐ
つの中に雪をびしょびしょにしてき
た時しかられました。やさしい時は、
ぼくのことを「おい、先ぱい。」と言
います。・・・

佐藤秀稔君（小２：現在小３）の作文より

わからないところ
は、中学生のお兄
さんが丁寧に教え
てくれます。

玉玉川川寮寮ののああるる日日 

お風呂には友だちと一緒。　食事の間は、学校生活や友だちの話でいっぱい。　

玉玉川川寮寮ののああるる日日 



7

広報おぐに　2004.2

今日は１月１５日、
小正月。
願い事を込め、
みんなでダンゴ
木づくり。

勉強の時間はみんな
集中。

朝食は午前７時。女
子生徒が配膳のお手
伝いをします。

調理員の小嶋アサ子
さん、伊藤喜美子さ
んは毎朝５時半に寮
へ来て、朝食と弁当
をつくってくれます。

　交通の便や除雪体制が現在のよう
に充実していなかった昭和３６年当時、
町内には、河原角、明沢、中野、樋
倉、小倉など１６地区に冬季分校が開
校されていた。また、白沼、叶水、
小国中、北部、玉川には寄宿舎があ
り、冬季間の学校生活を支えてきた。

北部小中学校中野冬季分校 しろがね寮（白沼小中）

冬季間、小国の教育を
支えた学び舎
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行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
平

成
八
年
度
か
ら
年
長
児
を
対
象
に

始
ま
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
年

少
児
も
含
め
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

各
四
地
区
の
保
育
園
が
、
同
年

代
園
児
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、
今

年
度
は
四
回
目
。今
年
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
保
育
園
か
ら
三
十
八
人
が
参

加
し
、か
る
た
と
り
や
ゴ
ム
と
び
、紙

芝
居
な
ど
を
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

全
員
が
裸
足
で
、中
に
は
下
着
姿

で
走
り
回
る
子
ど
も
の
姿
も
・
・
・
。

会
場
に
は
元
気
あ
ふ
れ
る
子
ど
も

た
ち
の
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
六
年
第
一
回
臨
時
議

会
が
、
一
月
十
三
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
で
は
、
町
立
病

院
事
業
に
お
い
て
、
平
成
十
三
、

十
四
年
度
分
消
費
税
の
無
申
告

加
算
税
並
び
に
延
滞
税
に
つ
い

　

置
賜
農
業
高
等
学
校
二
年
の
井

上
美
穂
さ
ん
（
綱
木
箱
口
）
が
、

デ
ザ
イ
ン
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
大
賞

に
輝
き
ま
し
た
。　

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
山
形
女

子
専
門
学
校
が
主
催
し
た
も
の
で
、

県
内
か
ら
百
四
十
六
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
井
上
さ
ん
は
、
自

宅
で
デ
ザ
イ
ン
画
に
取
り
組
み
、

初
挑
戦
の
応
募
で
栄
冠
に
輝
き
ま

し
た
。

　

中
学
生
の
頃
か
ら
、
絵
を
描
く

の
が
好
き
で
、
現
在
も
デ
ッ
サ
ン

を
楽
し
ん
で
い
る
井
上
さ
ん
の
夢

は
デ
ザ
イ
ナ
ー
。「
平
和
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
、
自
分
の
中
に
あ
る
考
え

を
具
体
化
し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン

画
の
公
募
が
あ
れ
ば
、
ま
た
挑
戦

し
て
み
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

て
、
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
三

役
と
関
係
職
員
で
こ
れ
を
弁
済

す
る
こ
と
と
し
、
特
別
職
の
給

与
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
条
例
改
正
で
、
町
長

は
月
額
二
〇
％
（
十
六
万
二
千

円
）、
助
役
・
収
入
役
は
一
〇
％

（
六
万
三
千
円
・
五
万
七
千
円
）

を
二
月
の
給
与
か
ら
減
額
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

井上美穂さん

臨
時
議
会

井
上
美
穂
さ
ん

（
置
賜
農
業
高
校
２
年
）

デ
ザ
イ
ン
画

コ
ン
ク
ー
ル
で
大
賞

　

日
頃
、
少
人
数
で
保
育
を
実
施

し
て
い
る
あ
さ
ひ
・
白
沼
・
叶
水
・
小

玉
川
の
保
育
園
の
交
流
保
育
が
、一

月
十
五
日
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で

たくさんお友達できたかな？

保育園の
交流保育
保育園の
交流保育
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「
ご
注
文
は
何
で
す
か
？
」

「
何
が
あ
り
ま
す
か
？
」

「
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
チ
ー
ズ
バ
ー

ガ
ー
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
・
・
・

新
メ
ニ
ュ
ー
で
プ
ロ
テ
イ
ン

バ
ー
ガ
ー
が
あ
り
ま
す
。
食
べ

る
と
、
足
が
速
く
な
り
ま
す
。」

「
そ
れ
を
五
個
く
だ
さ
い
。」

「
こ
ち
ら
で
お
召
し
上
が
り
で
す

か
、
お
持
ち
帰
り
で
す
か
？
」

「
持
ち
帰
り
で
す
。」・
・
・
・

　

こ
れ
ぐ
ら
い
の
劇
で
し
た
ら
だ

れ
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
ね
。
し

か
し
、
こ
れ
を
す
べ
て
英
語
で
や

る
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
は
、
小
学
三
年
、
五
年
、

中
学
一
年
の
グ
ル
ー
プ
が
自
分
た

ち
で
考
え
て
演
じ
た
英
語
劇
の
一

部
分
で
す
。

　

町
内
の
小
中
高
校
で
は
、
特
設

必
修
教
科
と
し
て
「
国
際
・
情
報
」

を
設
け
て
い
ま
す
。
本
校
は
小
中

併
設
校
の
利
点
を
生
か
し
、
小
学

三
年
か
ら
中
学
一
年
ま
で
の
合
同

国
際
の
授
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

小
学
生
は
、
英
語
で
ど
う
表
現

す
る
か
を
中
学
生
に
聞
き
な
が
ら
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
入
れ
た
り
し
て

精
一
杯
の
英
語
で
表
現
し
て
い
ま

す
。
中
学
生
は
、
英
語
科
で
学
習

し
た
こ
と
を
国
際
の
授
業
に
生
か

し
、
ま
た
学
習
し
て
い
な
い
新
し

い
表
現
な
ど
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

小
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
英

語
劇
を
演
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
英
語
で
表
現
す

る
楽
し
さ
を
味
わ
え
る
国
際
の
授

業
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
日
常
生
活
の
中
で
英
語
で
自

分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
大
人
を
め
ざ
し
て
・
・
・
。

小
中
合
同
「
国
際
」
の
授
業

叶
水
小
中
学
校
の
英
語
活
動

小
中
高
一
貫
便
り

vol.２ ０
国際の授業風景（叶水小中）

　

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
こ

だ
ま
の
第
六
回
活
動
が
一
月
十
日
、

町
民
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に

挑
戦
。
町
内
各
地
か
ら
参
加
し
た

二
十
人
は
、
町
体
育
指
導
委
員
の

佐
藤
輝
彦
さ
ん
（
小
股
）
の
指
導

道
府
県
対
抗
第
十
七
回
中
学
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
の
県
選
抜
メ
ン
バ

ー
に
選
ば
れ
、
出
場
し
ま
し
た
。

　

身
長
１
８
１
�
の
山
口
君
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
は
レ
フ
ト
。
九
月
に
県

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
選
考
さ
れ
、

大
会
で
は
県
チ
ー
ム
を
ベ
ス
ト
十

六
に
進
出
さ
せ
る
活
躍
を
し
ま
し

た
。

　

山
口
君
は
、「
大
き
な
規
模
の
大

会
で
し
た
の
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、

貴
重
な
経
験
が
で
き
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
」
と
大
会
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

　

北
部
中
学
校
三
年
生
の
山
口
翔

太
君
（
荒
沢
）
が
、
十
二
月
に
大

阪
府
で
行
わ
れ
た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ツ
プ
全
国
都

山
口
翔
太
君

（
北
部
中
三
年
）

県
選
抜
で
全
国
大
会
出
場

山口翔太君

を
受
け
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
後
、
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
や
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。
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舟
渡
地
区
を
中
心
に
活
動
す
る

老
人
ク
ラ
ブ
亀
鶴
会
（
佐
藤
精
会

長
）
の
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
が
一
月

九
日
、
舟
渡
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
冬
の
間
、

少
し
で
も
外
に
出
て
元
気
に
す
ご

そ
う
と
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の

で
す
。

　

当
日
は
、
三
十
五
名
の
会
員
が

参
加
。体
操
、輪
投
げ
で
親
睦
を
深

め
、
お
き
に
わ
保
育
園
児
の
お
遊

　

町
立
病
院
に
お
け
る
消
費

税
の
納
税
ミ
ス
に
つ
い
て
は
、

多
大
な
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を

お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と

に
、
衷
心
よ
り
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

町
立
病
院
の
収
入
の
大
部

分
を
占
め
る
「
健
康
増
進
法
、

国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く

医
療
や
助
産
」
に
つ
い
て
は
、

非
課
税
に
該
当
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
外
の
「
検
診
」
等
は

課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

前
々
年
度
の
課
税
売
上
高
が

三
千
万
円
以
下
の
小
規
模
事

業
者
は
納
税
義
務
が
免
除
さ

れ
て
い
ま
す
。
町
立
病
院
で

は
、
従
来
、
こ
う
し
た
収
入

が
三
千
万
円
を
超
え
な
か
っ

た
た
め
、
申
告
を
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

新
し
い
病
院
に
な
っ
て
か

ら
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
各

種
検
診
事
業
に
力
を
入
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

平
成
十
一
年
度
は
三
千
万
円

新
任
保
護
司　原

田
憲
一
郎
さ
ん

町
民
の
み
な
さ
ん
へ

町
民
の
み
な
さ
ん
へ

　

こ
の
た
び
新
し
く
保
護
司
と
し

て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
原

田
憲
一
郎
さ
ん（
越
中
里
）に
お
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
を
み

る
と
、
核
家
族
化
の
進
行
な
ど
非

行
の
温
床
に
な
り
が
ち
な
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
犯
罪
や

非
行
防
止
の
た
め
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
小
国

町
に
は
私
の
ほ
か
に
、
八
人
の
保
護

司
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
助

言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
保
護
司
と

し
て
の
技
量
を
身
に
つ
け
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
明
る
い
家
庭
と
豊

か
な
地
域
づ
く
り
の
お
役
に
立
て
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
地
域
に
根
ざ
し
た

目
で
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
、
活

動
に
励
み
た
い
で
す
」
と
舟
渡
郵
便

局
長
で
も
あ
る
原
田
さ
ん
は
、
抱
負

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

亀
鶴
会（
舟
渡
）で
ふ
れ
あ
い
昼
食
会

閉
じ
こ
も
ら
ず
に
外
に
出
よ
う

戯
を
楽
し
み
、
小
国
警
察
署
に
よ
る

交
通
講
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
か
た
が
た
は
、
充
実
し
た

楽
し
い
冬
の
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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平
成
十
六
年
小
国
町
消
防
出
初

式
が
一
月
四
日
、
ふ
れ
あ
い
の
家

と
ア
ス
モ
西
側
駐
車
場
な
ど
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
は
、
消
防
団
員
の
士
気

の
高
揚
と
地
域
住
民
の
防
火
意
識

を
高
め
る
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
町
消
防
団
員
、
東
芝

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
特
設
消
防
隊
員
、

消
防
署
小
国
分
署
員
な
ど
約
二
百

人
が
参
加
。
防
火
パ
レ
ー
ド
や
祝

賀
放
水
、
ま
と
い
振
り
な
ど
が
威

勢
良
く
行
わ
れ
一
年
の
無
火
災
を

願
い
ま
し
た
。

平成１６年小国町消防出初式

防火・防災への誓い新たに

を
超
え
る
収
入
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
平
成

十
三
年
度
以
降
は
、
消
費
税

の
納
入
義
務
が
発
生
し
て
い

た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
手
続

き
に
気
付
か
な
い
ま
ま
病
院

会
計
を
管
理
し
て
い
ま
し
た
。

　

十
一
月
に
、
山
形
税
務
署

の
調
査
官
の
指
導
を
受
け
ま

し
た
の
で
、
急
き
ょ
、
臨
時

議
会
を
開
催
し
、
納
入
す
べ

き
税
額
を
補
正
さ
せ
て
頂
き
、

納
付
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
無
申
告
加
算
額
と

延
滞
税
相
当
額
に
つ
い
て
は
、

町
三
役
及
び
関
係
職
員
の
社

会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
、

関
係
法
令
等
の
手
続
き
を
経

て
、
こ
の
度
の
臨
時
議
会
で

弁
償
す
る
こ
と
と
し
、
ご
決

定
を
賜
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
二
度
と
こ
の
よ

う
な
誤
り
を
繰
り
返
す
こ
と

の
な
い
よ
う
、
職
員
一
同
、

細
心
の
留
意
と
適
切
な
事
務

管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

小
国
町
長　

小
野
精
一

　

第
二
十
二
回
つ
る
細
工
講
習

会
が
一
月
二
十
一
日
か
ら
二
十

三
日
の
三
日
間
に
わ
た
っ
て
国

民
宿
舎 
飯  
豊  
梅
花
皮 
荘
で
開
催

い
い 

で 

か 

い 

ら 

ぎ

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
小
国
町
観

光
協
会
（
佐
藤
三
樹
会
長
）
と

小
国
町
つ
る
工
芸
の
会（
須
貝

礼
一
郎
会
長
）が
主
催
し
た
も

の
で
、
町
内
外
よ
り
五
十
三
名

が
参
加
。
遠
く
は
岐
阜
県
か
ら

参
加
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
果
物
か
ご
の
制
作
な
ど

に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

北部小中学校がさいわい荘へ車椅子寄贈

集めた空き缶３００キロが奉仕の心に

　

北
部
小
中
学
校
（
横
山
稔
校
長
、

児
童
生
徒
数
九
十
一
名
）
が
一
月

十
六
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

さ
い
わ
い
荘
へ
車
椅
子
一
台
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
平
成
七
年
か
ら

始
ま
り
、
今
回
で
七
台
目
の
寄
贈

と
な
り
ま
す
。
四
月
か
ら
十
二
月

ま
で
の
間
、
学
校
と
地
域
が
一
緒

に
な
っ
て
取
り
組
み
、
約
三
百
キ

ロ
の
ア
ル
ミ
缶
を
集
め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
中
学
校
全
生
徒
三

十
三
人
が
訪
問
し
、
ハ
ン
ド
ベ
ル

な
ど
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

第
二
十
二
回
つ
る
細
工
講
習
会

巧
み
の
技
に
魅
せ
ら
れ
て
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今
月
は
、
大
津
電
機
店
店
主
大

津
関
夫
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。

　
「
当
店
は
、昭
和
三
十
七
年
か
ら

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を
中
心
に

営
業
を
始
め
ま
し
た
。
当
時
は
、

自
動
車
な
ど
な
か
っ
た
も
の
で
す

か
ら
、
自
転
車
や
そ
り
な
ど
に
品

物
を
積
み
、
町
内
各
地
で
商
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成

八
年
十
二
月
の
ア
ス
モ
建
設
に
伴

い
、
現
在
の
場
所
に
移
転
し
、
営

業
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

主
に
扱
っ
て
い
る
も
の
は
一
般

家
電
で
す
が
、
最
近
で
は
携
帯
電

話
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
主
要

携
帯
電
話
各
社
の
新
規
申
し
込
み

の
ほ
か
に
、
機
種
交
換
も
承
っ
て

お
り
ま
す
。ま
た
、補
聴
器
も
扱
っ

て
お
り
、
軽
度
ま
た
は
中
程
度
の

方
で
し
た
ら
、
三
〜
四
万
円
ほ
ど

で
ご
用
意
で
き
ま
す
。
お
電
話
い

た
だ
け
れ
ば
、
ご
自
宅
ま
で
無
料

で
出
張
し
、
聴
力
検
査
も
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
関
係
で
は
、
各
種
Ａ

Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
取
次
ぎ
も
行
っ
て
い
ま

す
。
一
般
家
電
の
修
理
は
家
庭
用

電
子
機
器
修
理
技
術
者
の
い
る
当

店
に
ぜ
ひ
お
任
せ
く
だ
さ
い
。
お

客
様
に
現
状
を
説
明
し
、
相
談
し

な
が
ら
修
理
す
る
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
。
調
子
が
お
か
し
い
な
と

思
っ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
皆

様
の
ご
来
店
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 
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大津関夫さん（右）とお店の皆さん

人
口
の
う
ご
き 

誕生おめでとうございます。 

岩 井 沢  伊　藤　沙　雪 
隆　裕 
真由美 

さ ゆ き  

（ 
舟 渡  宅　原　勇　気 

勇　人 
智寿子 

ゆ う き  

（ 

小国小坂町 齋　藤　詩　音 
達　也
　香 

し お ん  

（ 

おくやみ申し上げます。 

人　口　男… 4,954人（－9） 

　 　 　女 … 5,199人（－4） 

　 　 　計…10,153人（－13） 

 世帯数　　　3,316世帯（－4） 

 　　　　平成15年12月31日 

結婚おめでとうございます。 

大 宮  
米 沢 市  

遠　　　寿　紀  
波夛野　亜由美  （ 

岩 井 沢  
佐 賀 県  

大　　　　龍　  
平　野　景　子  （ 

伊　藤　治　郎 
伊　藤　房　夫 
齋　藤　ハルエ 
伊　藤　み　い 
齋　藤　ふ　み 
木　村　初太郎　
　今　　文　男 
大久保　ハ　ツ 
伊　藤　ト　ミ 
齋　藤　留　藏 
今　道　ミスイ 
岩�導　文　七 
米　山　キヨ子 

黒 沢  
今 市  
宮 の 台  
小国小坂町 
五 味 沢  
緑 町  
舟 渡  
緑 町  
朝 篠  
岩 井 沢  
小国小坂町 
幸 町  
若 山  

(83) 
(73) 
(87) 
(94) 
(90) 
(92) 
(73) 
(92) 
(82) 
(83) 
(80) 
(77) 
(73)

岩 井 沢  伊　藤　美　佳 
久　蔵
麗　風 

み 　 か  

（ 

町 原  渡　部　加　菜 
康　之
素　子 

か 　 な  

（ 

小 国 町  窓　橋　亜佑那 
真　樹
ルリ子 

あ ゆ な  

（ 

小 国 町  佐　藤　莉々輝 
信　一
　香 

り り か  

（ 

長 沢  安　部　　楓　 
誓　司
典　子 

か え で  

（ 
尻 無 沢  仁　科　　悟　 

清　春 
佳代子 

さ と る  

（ 

兵 庫 舘  貝　沼　勇　希 
　秀 
厚　子 

ゆ う き  

（ 

小 国 町  山　口　明　莉 
昌　宏 
明　己 

あ か り  

（ 

小国小坂町 貝　沼　拓　海 
繁　夫 
紀　子 

た く み  

（ 
小 国 町  佐　藤　元　輝 

信　一 
　香 

げ ん き  

（ 

　

取
材
で
、
玉
川
小
中
学

校
寄
宿
舎
「
玉
川
寮
」
に

お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
た
く
さ
ん
の
微
笑

ま
し
い
光
景
に
出
会
い
、

い
ろ
ん
な
場
面
で
自
己
を

振
り
向
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

兄
弟
の
よ
う
に
仲
が
い
い
小
松

司
君
、
佐
藤
秀
稔
君
。
面
倒
見
の

い
い
舟
山
亜
希
さ
ん
、
川
村
直
弥

君
、
佐
藤
遥
さ
ん
、
佐
藤
広
樹
君
。

受
験
勉
強
に
励
ん
で
い
た
川
村
吉

昭
君
、
佐
藤
和
正
君
、
舟
山
美
香

さ
ん
。

　

み
ん
な
の
笑
顔
が
、
今
で
も
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。
九
人
と
の
出

会
い
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。（井

上
）
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